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連続型確率変数 X は次の確率密度関数 f(x) を持つ.

f(x) =

{
4
81
x3 (0 ≤ x < 3)

0 (他)

1. 母期待値 E[X − 3] を求めよう.

2. 母分散 V[X]を求めよう.

3. 確率 P (0 < X < 2) を求めよう.

12点満点. ×N:NGワード/アイデア, × P:過程なし, ×か:考え方の誤り, ×き:記号の
誤り, ×け:計算ミス
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略解
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k = 0, 1, 2, 3, · · · に対して, E[Xk] =
∫ +∞
−∞ xkf(x) dx = 0 +

∫ 3

0
xk 4

34
x3 dx+ 0 = 4·3k

4+k
.

1. E[X − 3] = E[X1]− 3E[X0] = 12
5
− 3 = −3

5
.

Remark
∫ 3

0
(x− 3) 4

81
x3 dx を直接計算しても同じ結果になるけど,

∫ 3

0
(−3) 4

81
x3 dx はどうせ

−3 になるんだからわざわざ計算しないで.

2. V[X] = E[X2]− E[X1]2 = 36
6
− (12

5
)2 = 6

25
.

Remark V[X] =
∫ 3

0
(x− 12

5
)2 4

81
x3 dx を直接計算しても同じ結果になるけどたいへん.

3. P (0 < X < 2) = E[I[0<X<2](X)] =
∫ +∞
−∞ I[0<X<2](x)f(x) dx =

∫ 2

0
4
81
x3 dx = 24

34
.

モーメント E[Xk] は複数個所で必要になるのだから, まず部品として求めておくほう
が楽.

いつでも E[X0] = 1,E[X2k] ≥ 0,V[X] ≥ 0. そうでない答がでたら見直そう.

いつでも 0 ≤ P (条件) ≤ 1. そうでない答がでたら見直そう.

さらに, この問では f(x) > 0 となるのは x > 0 だけだから E[X2k] > 0, E[X2k+1] > 0.

そうでない答がでたら見直そう.

配点 各 4点, 計 12点.
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